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セットアップガイド Mac OS 版 


HDJ - U シリーブ この凰欄朋-服本麵びます)準^^ 

Mac OS 環境でご使巧の前に[本書]をよくお読みいただき、正しいお取り扱いをお願いいたします， 


ネリ巧化します 




本製品は、出荷時が態では書き込みできません。必す似下の手順でネリ期化をしでください。 


f 一度初期化をすれば、次回]^降ご使用の際には、 
• 初期化の必要はありません 


一度初期化をすれば、な回な障ご使用の際には、初期化は必要ありません。 
接続しで、そのままお使いいただけます， 


本製品赵外の USB 機器をできるだけ取り外します 


初期化を行ラ際、本製品な外に US 巨機器を接続しでいる場合は、誤消去を 
防ぐため極力外しでおくことを強くお奨めします， 


初期化を巧ラとデータは消去されます 


大切なデータび保ちされでいる場合は、必すバックアップを巧つでから 
初期化しでください。 


コネクターの向きにま意 


US 巨]ネクターは接続できる向きび決まつでいます。接続しにくし化きは無理 
せす、コネクターの向きをご確認ください。誤った向きで無理に接続しよラとす 
ると、 US 巨ケースしやパソ〕ンの US 巨ポートび破損する恐れびあります 


し1ノ V ノコンの電源スイツチを ON にします。 

まだ本製品は接続しないでください。 

パソコンに接続します。 


〇本製品の電源ケーブルをコンセントに接続しまず， 
@ USB ケーブルを本製品の USB ポートに接続しまず。 
© USB ケースレをパソコンの USB ポートに接続しまず。 
〇本製品の電源スイッチを日 N にしまず。 


I Time Machine 機能画面が'表示された場含のごま意 | 


本製品をパソ〕ンに接続した際 、 Mac OS の仕様で 、 Time Machine 機能の画 
面び表示されることびあります。[消ま]をク IJ ックすると、本製品のフォ ー7 ット 
び始まります。誤ってデータを消去しないようごを意ください。 

X Time Machine 機能についでは、 Apple なホームぺージをご確認くださし、。 



A 本製品を使用中にデー 
夕び消失した場合でち、 

ミ主意データの保証は一のい 
たしかねます。 

故障や巧一に備えて定期的に 
_バックアップをお取りください 。I 



-3 短或淵ぶ頃拓掷親:[ディス 



本製品を選択し、初期化の設定を巧い、[適用]ボタンをクリックします。 


①本製品を選がしまず。 

©[パーティション]タブをクリックしまず。 

感[ボリユームのち式]で [1 パーテ Y ション]を選がしまず。 

@ [オプション]ボタンをクリックしまず。 

© に UID パーテ<ションテーブ/レ]を選巧し、に K ] ボタンをクリックします。 
© [名前]は任意で入力しまず。 

@[フォーマット]を選がしまず。 

@随胤ボタンをクリックしまず。 
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® [ GUID パーテイシヨンテーブル]を選択し、 [0 K ] をクリック 
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③フォーマットを選択 
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み Mac OS のみでご使用いただく場含には 

「Mac OS 拡張」から始まる名称のフォーマットで、 

1パーティシヨンで使用することをお奨めします 

「Mac OS 拡張」の場合 、 Mac OS のみでお使いいただけるようになり 
ます。 （ Windows では認識できません。）なおフオーマットの違いは、 
Apple 社ホー厶ぺージにでご確認ください。 


み Mac OSX でデータを コピー する際のま意 


Mac OS X でデータを〕ピーする際、〕ピー元と〕ピー先の八ードデ 
イスクのフォーマツトび異なると、エラーび発をする場合びあります。そ 
の場合は、ファイル名(文さや文さ数)を変えでください。 


み Mac OS 1 0.4.1 降と Windows パソ〕ンで併用 
される場合のごミ主意 


FAT 32 フォーマットを行ラ事で巧用することびできます 
XFAT 32 フォーマットでご使巧いただける1ファイルの最大サイズは 4 G 巨 
キ でです 

XFAT 32 フオーマットの場合、 Mac 環境でマウントする場合に時間びかか 
ることが'おりまず 

XFAT 32 フオ ー7 ットを行う場合は、 Windows 環境で初期化しでください。 
初期化手順は、画面で見る7ニュアル ( Windows 版)をご覧ください。 


[〇 [パーテイシヨン]ポタンをクリックします。 

^初期化び始まります。 
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クソツク 


画面左上の [ S ] をクリックし、画面を閱じます。 


み ネリ期化後、似下の画面が'表 示される場合が'あります 

[続ける]ボタンをク IJ ックしまを 
この画面は、表示されでからしばら 
く経つと消えでしまいます。 

本製品びパソコンに認識されなくな 
つた場合は、ノ vy コンに接続しでい 
る US 巨クーブルを一度巧さ差ししで 
ください。 
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▼ 

▼ 

W 上でフオーマットが完了しました。本製品にデータを書き込むことが巧能です。 


薑本操作やデータのコピーちまについで詳しくは本紙裏面をご覧下さい。 









































































































































































甚本操作 & 貸ぇ 


接続寺順を覚をぶラ 


取 0 がし手順を覚えよラ 


X ここではパソ]ン起動中に本製品を取り外す場合の手順を説明します。 


パソコンの電源スイツチを ON にします。 


まだ本製品は接続しないでください。 


本製品のアイコンをごみ箱に捨てます。 


[2 


パソコンに接続します。 


〇本製品の電源ケープルをコンセントに接続しま丈 
© US 己ケープルを本製品の USB ポートに接続します） 
© USB ケースレをパソコンの USB ポートに接続しまず。 
Q 本製品の電源スイッチを ON にしまず。 


本製品の名称はフォー7ツト時に設定したちのになります。 


終 ファイルメニューからの取り外し手順 



[ファイル]メニューより ["XXX" を 
取り出す]をクリックした後、取り 
外すことちできます。 

X [XXX] にはフォーマット時に設 
定した本製品の名称び入ります， 


4ち Hdv 


①クツクト 化" 


@クリック 


コネクターの向きにミ主意 


US 巨〕ネクターは接続できる向きび決まっでいます。接続しにくし化きは無 I 
理せす、コネクターの向きをご確認ください。誤った向きで無理に接続しよラ 
とすると、 USB クーフルやパソ〕ンの USB ポートび破損する恐れびありまず 


[2 
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本製品を取り外します。 
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[〇 アイコンの追如を確認します。 



ク- 裂韶織-を 


ケ-フ'ルを抜くときは、ケ-フ'ル部分を引つ 
張らずコネクターを持って抜いでくださし、。 


な下のよラに八ードディスクのア 
イコンび増えでいれば本製品を使 
用でさます。 

本製品の名称はフォー7ット時に 
任意で入力したちのになります。 


のよ中0をふがな 

nTW 



こんなとさには.: 


L « 本製品のアイコンびない 

な下の点をご確認ください。 

- USB クーブルの接続を確認 

-接続する USB ポートを変えでみでください。ノ\ブに接続しでいる場合は、パソコンの US 巨ポートに直接、接続しなおしでください。 

\_ i 「取り外しできません J のメツ它ージび表示された場合 

使用しでいるソフトウェアを全で終3しでから、取り外しを巧って下さい。 

それでも同じメッじージび表示された場合は、パソコンの電源を切つでから本製品を取り外しでください。 


データを〕ピーしでみよう 



A 本製品を使用中にデータび'消失した場合でち、 
データの保証は一のいたしかねます。 

ミ 主意 な障や巧一に備えで定期的にバックアップをお取りくださし、。 


1 

Q 

r X データの保を場所を開きます。 

「〇データをドラツヴ&ド□ツプしでコピーします。 


化 
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み データの保を場所が'不明な場を 


ご使巧のソフトメーカー様にデータの保管 
場所等についでご確認ください。 




手順 1 と手順 2 で開いたウインドウを画面上で 
並べ、 [ Option ] キーを巧しながらコピーしたし、 
データを ドラッグもド □ツプ します。 


本製品（データのコピー先）を開きます。 


本製品のアイコンをダブルクリックして開き、本 
製品内のデータのコピー先フォルダを開きます3 


M 






コピー先に同じ名前のデータが'ある場合(上書きコピーする場合） 


み 複数のデータを選巧したい場合 


] ピー先に同じ名前のデータびある場合、ウィンドウび表示され、動作を還択します。 
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① に hif リキーを巧しなびらデータを順にクリックしで選択します。 

② [ Option ] キーを押しなびら、ドラッグ&ド□ップで]ピーします。 


① [ Shift ] キーを押しながら、 
驟こクリックして選択 


を巧 - 


起 


■■U を ご *■■■■■ 


置き換えないづ自動でファイル名を変更し、データをコピーします。 
中止 づデータはコピーされません。 

置き換えるづ上書きコピーします。 
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® [ Option ] キーを押しながら 



ドラッグ&ドロップ 



りみ 



使用上のご注意 


•スタ:^バイ、休止、スリ -プ、 サスペンド、レジュームなどのノ W 〕ン 
の省電力機能はご利用いただけない場合びあります。 

参本製品にソフトウェアをインストールしないでください。 

0 S 起動時に実行されるプ□ブラ厶び見つからなくなる等の理由 
により、ソフトウェア(ワープ□ソフト、グームソフトなど)び正常に 
利用でさない場合びあります， 

参他に US 巨機器びある場合、本製品の転送速度び遅くなることがあ 
ります。 

参本製品を US 巨八ブに接続しでご利用いただけない場合びありま 
すその場合はパソ]ンの US 巨ポートに直接接続しでください。 


デジタルライフの夏を拡げる 

II アす•スー•デ ー5* 機器 

本社サポートセンター：干 920-8513 石川県金沢市桜田町 2 T 目84番地 

ホームぺージ： http://www.iodata.jp/support/ 

2010.01 .15 


Copyright© 2010 卜〇 DATA DEVICE, INC. All Rights Reserved. 






















































































































